
    

■開催日  平成３０年５月～平成３１年３月の 毎月第１・３木曜日。計２２回。 

      月によって第2週に開催することもあります。 

          ※初回開催日は、平成３０年５月１０日（木） 

   ■時 間  午前９時３０分～午前１１時 

   ■場 所  伊予市立図書館３階 三世代交流室 

   ■内 容  「源氏物語」 

   ■受講料  年額４，０００円（但し、特別な資料があるときは別徴収） 

   ■申し込み 図書館２階事務室まで、お申し込みください。 

   ■しめきり 平成３０年４月１１日（水）まで 

 

      ※ 初日にテキストをお配りします（継続の方はご持参ください）。筆記具は各自でご用意ください。 

   ※ 変更がある場合は、その都度ご連絡します。  

コンビニ 

★★★伊予市立図書館★★★ 

〒799-3113 伊予市米湊 768-2                   

TEL：089-983-4051                

FAX：089-983-4353           

★★開館時間★★ 

火～金曜日 9：00～18：00            

土・日曜日 9：00～17：0０  

★★休館日★★ 

月曜日、祝日、毎月平日の末日             

(他の休館日にあたる場合は、その前後) 

   年末年始 

（12月 2８日～翌年1 月 3日）      

特別整理期間 

（3 月中に 10日以内） 

すべてのお問い合わせは 

こちらまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

４月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

５月 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

６月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

第 13号 平成 30年春号 伊予市立図書館 

としょかんだより 

図書館カレンダー(4 月～6月) 

古典文学講座 

（源氏物語） 

古典文学講座（源氏物語） 

り） 

休館日 おはなし会 

としょかんの 

伊予市立図書館の古典文学講座をご存知ですか?  

源氏物語を題材にしています。和歌を作ったり、百人

一首を詠んだり、楽しさあふれる時間です。 

まちにまった春が 

やってきました！  

春の風に誘われて、 

図書館に 

でかけてみませんか?  

図書館では、 

おはなしかいや、 

古典文学講座も 

開催しています！  

としょかんのおはなし会 
 

毎月（予定）第２土曜日   

 
４/14 ５/12 ６/9 

インターネット（ＰＣ）のご利用について 
（平成 30 年１月１日より） 

 

ご利用の際には、利用者カードが必要です。 

お持ちでない方は、証明書（運転免許証・健康保険証・学生証・公

的機関が発行した証明書）の提示をお願いします。 
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源氏物語からこんなことも学んでいます。 

【篠崎先生のメッセージ】 

 昨年は、源氏物語の女主人公と言われる「紫の上」について書きました。 

 今回は「明石の君」（以下、君と書きます）と呼ばれる、多くの女性が出家する中、忍耐強く

娘の幸せを祈って生きた強き母、そして平安のシンデレラ物語を書きます。 

 彼女の父は、明石入道と呼ばれ、すでに出家した人です。入道は都にいた時、大臣の父から

続く、将来のエリートでしたが、性偏狭できつく他人とうまくやっていけない所があり、都に

住みにくく地方官、播磨の受領（現在の知事）に赴きました。身分は都の貴族より下がります

が、身入りは多く、財を蓄え、立派な館を建て、一人娘に徹底した都の姫君にも劣らない教育

をし、いつの日か娘が都で返り咲くことを願っていました。 

 娘は特別な美人ではないが、都の貴婦人に劣らない優美さ、知性、聡明さ、奥ゆかしさのあ

る女性に育ちました。 

 父入道は娘が誕生する時、夢を見ました。須
す

弥
み

の山（仏教で世界の中心にある山）を右の手

に捧げている。山の左右から月日の光が明るく世を照らしている。（娘から中宮と若宮が生まれ

輝くことの暗示）翌月、娘が妻の身に宿った。それ以来、仏典を信じ大切にしてきた。 

 源氏、26歳、右大臣娘、朧
おぼろ

月夜とのスキャンダルで、自ら須磨に謫居
たっきょ

、ある日大嵐、入道

に住吉神社のお告げ「すぐさま源氏を明石に迎え入れよ。」源氏もこの時、故父桐壺帝が「明石

に行け」と言う夢を見ていた。入道思う、源氏こそ、婿として夢が現実になるチャンスの人、

神のお導き、海辺の立派な自分の邸を譲り、女房たちまでつけて歓待する。 

 老妻、帝の妃を犯した流罪の人、反対するが、熱意を込めて説得する。 

 初夏、娘が琵琶の名手であることをほのめかし、源氏を誘い、入道は源氏の母更衣のいとこ

にもあたり、結婚を懇望する。以後、一夜も欠かさず通い、娘、懐妊する。この入道の積極性

こそ幸運の扉を開くチャンスになった。将来の展望に立つ積極的な行動はツキを呼ぶ。シンデ

レラの最初の一歩は入道の行動からであった。 

 義兄、朱雀帝、眼病を患う。故父帝の遺言に背いていることを反省し、都に源氏を呼び戻す。 

 身重の君を残し、帰京するのは忍びない。別れの日、二人して琴を弾き将来の愛を約束して、

後ろ髪を引かれながら明石を発つ。間もなく、女児出産、一方、源氏は権大納言から内大臣に

昇進、31歳、二条に東院増築西対に君を住まわせる計画だったが、君、都では低い身分の自分

は軽視される、少し離れた嵯峨の大堰に入道が別邸を建て、そこに母（今は出家して老尼）と

住む。 

 紫の上、事の次第を知り、子に恵まれなかった寂しさと嫉妬、源氏も気をつかい、夜枯れす

るが、君はすねたり、怨んだりしない、久しぶりの来訪をやさしく快くもてなす。 

 女児は、将来のため源氏の元、紫の上を義母として引き取られる。（受領の母では入内できな

い）母と子の別れ、無邪気な子との別れ、断腸の悲しみ涙する。歳月流れる。新築された六条

院の西北、冬の町に入道が残した財の倉庫を建て住むが、身分が低いからと出しゃばらない。 

 

 

源氏物語コンテクスト（つなぎ資料） 

 平安時代の病気の治療は医者ではなか

った。僧侶や陰陽師だったのはなぜか？ 

 源頼朝の源と源氏物語の源とは同じも

のか等々 

֦Ж ἶ ↔  

 伊予市立図書館では、古典文学にふれることによって

作者のものの見方、当時の時代背景などを研究し、現代

の生活をより豊かなものにすることをねらいとして、源

氏物語の古典文学講座を開講しています。 

 

 百人一首も解説しています 

 源氏物語の作者、紫式部と同時代に生きた清

少納言、和泉式部、赤染衛門などの和歌も読ん

でいます。 

紫式部   

    

さて下の句は？ 

 源氏３９歳、六条院の栄華、君の娘11歳、紫の上に養育され美しく成長し入内する。君、紫

の上に初めて会う。そして感謝する。紫の上、養育した娘を介して、君を見るといつの間にか気

持ちがほぐれている。 

 入内した娘、明石中宮となり、東宮皇子出産、ここに明石一族の繁栄をみた。父入道の勇気あ

る積極的な行動が一族繁栄の礎となった。入道、このことを知った後、山中深く身を隠す。これ

も一つの男の生き方か。 

 君、正妻格の紫の上を終生立てる。紫の上、君を宮中での明石中宮の後見役としてつける。老

尼、娘を孫を守り、長寿を全うする。 

 玉の輿にのって幸運をつかんだ、平安のシンデレラ、謙虚な態度と自己感情の忍従が幸せを呼

んだことを教えてくれる。 

 源氏物語 短歌 入選作  

 

 

 

図書館にはこんな本があります！ 

興味あるけど難しそう・・・。 

そんな方へ、オススメ！ 

イラストや写真付きで、専門用語もわかりやすく解説している本もあ

ります！ 

『フルカラー見る・知る・読む 源氏物語』 中野幸一/著 勉誠出版 

『知識ゼロからの源氏物語』 鈴木日出男/著 幻冬舎 

『あさきゆめみし』 大和和紀/著 講談社 

『平安人の心で「源氏物語」を読む』 山本淳子/著 朝日新聞出版 

『源氏物語』 山岸徳平/校注 岩波文庫  （授業で扱っています！） 

 等々 

既読した源氏物語から、印象に残った場面を短歌にしました。 


